
みんなのひろば 

宮崎県市町村・地域づくり団体等協働モデル事業 



事業名：人と人、心と心をつなぐ地域の縁側作り 事業  

 

１ .【団体の概要】  

  

2013 年に NPO 法人「みんなのくらしターミナル」が運営していた宮

崎市田野町の「ふれあいの居場所  ゆめ＊はな」で研修をしていた時に、

傾聴ボランティア養成講座修了者でボランティアスタッフとして来て

いた人たちに声をかけ、国富町での居場所作りに賛同してくれたメンバ

ーが主メンバーとなり、「みんなのひろば」をつくりました。  

 

２ .【事業の目的、ねらい】  

 

国富町本庄地域は町中心部であるにもかかわらず、高齢化により空き

家や空地が増え、一人暮らしのシニア・高齢者世代も増えています。  

その事で、地域内での交流が減り、人々の気持ちも沈みがちでこの地

域に対するあきらめが多くみられました。  

そこで、人々が集える場所をつくる事で地域内交流を取り戻し、地域

の一人一人の心が元気になれば、やる気や希望もでき、それが地域全体

の活性化にもつながると考えました。  

 

2013 年度は、空地を利用した「みんなのひろば」を作り、イベント

などを通して交流を図りました。その中で、「誰かに話を聞いてもらい

たい」「話をしたい」という気持ちが伝わってきたため、屋外ではなく

場所を設けてゆっくりと話が聞け、皆さんが落ち着ける場所が必要だと

感じ「縁側かふぇ lino」を新たに設ける事にしました。  

 

行政の機関には行きにくかったり、相談しづらい方も、カフェ形式に

する事で入りやすく、相談はしなくても、誰かと話しをすることで不安

な気持ちが落ち着いたり、心が軽くなると考えました。  

また、地域の人たちが「縁側かふぇ lino」でつながる事で、普段か

らお互いを気にかけ合ったり、声を掛け合ったり助け合いの気持ちが生

まれ、地域内での防犯・防災対策にもつながると考えました。  

 

 

 



３ .【活動内容】  

 

年齢、性別、障がいのあるなしに関わらず、子どもから高齢者ま

で全 て の人 が 気 軽に 集 い、 心 落 ち着 け る場 所 と して 「 縁側 か ふ ぇ

lino」を新たに作りました。  

   

ここでは昔の「縁側」のように、シニア世代や高齢者、子どもた

ちが気軽に立ち寄り、お茶を飲みながら話をしたり、特に子どもた

ちは遊んだり、宿題をしたりする場所です。  

 

また、町の保健師さんによる気軽な健康チェックの場として毎月

１回「縁側ほけん室」を開いたり、「木工教室」「たこ焼き会」「竹

細工作り」「おこづかいゲーム」「筆文字講座」など多彩なイベント

を開催したりして、多世代交流の場や地域の人たちの活躍の場づく

りをしました。  

 

縁側かふぇ lino での活動は、宮崎日日新聞に掲載された他、MRT

ラジオでもとりあげられました。  

 

もう一つの活動の場である「みんなのひろば」では、地域のオー

プンガーデンとして季節ごとに花を植え、地域の人たちに憩いの場

所を提供しました。散歩途中の休憩や幼児の遊び場などに利用され

ています。  

また、季節や自然を感じる「ネイチャーゲーム」や「お月見会」

などのイベントも開催し、自然と触れ合ったり、昔からの地域の習

慣や行事を経験できるイベントとなりました。     

 

その他の活動として、活動周知のため、町内外のイベントに積極

的に参加しました。  

  町内では「国富町  ボランティア祭り」や「国富町  総合町民祭」

に出店したほか、木脇小学校の「きわきっ子フェスタ」にも参加、 

  宮崎市高岡町では「サンスポーツランド高岡  フリーマーケット」

出店し、より広い地域の子どもやお母さん世代に活動をアピールし

ました。  

 



≪縁側かふぇ lino の様子≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪みんなのひろばの様子≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

多世 代 交 流  竹細 工 作 り  

縁側 ほ け ん室  

もち つ き 会  

ネイ チ ャ ーゲ ー ム  お月 見 会  

筆文 字 講 座  

お さ が り プ レ ゼ ン ト 会  



４ .【事業の成果、効果】  

 

まず、「縁側かふぇ lino」をカフェ形式にしたことで、「ボランティ

ア団体施設＝支援施設」というイメージがなくなり、「相談ではなく、

お話をしに」という形で気軽に入ってもらえたと思います。  

また、「子育て支援」や「高齢者支援」などと対象制限をなくしたこ

とで、多世代交流の場となるとともに、どの支援分野にも当てはまらな

い、もしくは当てはめられる事を嫌うシニア世代や、移住されてきた方、

軽度の障がいがある方など多様な人たちが集まり、それぞれがお互いを

認め合い、受け入れ、緩やかにつながる場所となりました。  

 そして、利用者の方をお客様にせず、お茶出しや電球交換、修理など

その方のできる事を積極的にお願いしたり、得意な事を活かせる「竹細

工作り」や「アルミレリーフ作り」など活躍の場をつくりました。活躍

の場がある事で、「縁側かふぇ lino」がそれぞれの方の「居場所」とな

り、積極的に活動に加わって下さるようになりました。そして、活躍を

されている時はみなさん活き活きとした表情になっています。  

 

５ .【まとめ】  

 

「縁側かふぇ lino」の活動の中で、一人暮らしの高齢者に限らず、

また年齢や性別にも関係なく「誰かと話したい」「話を 聞いてもらいた

い」そして「誰かの役に立ちたい」という気持ちがあり、心落ち着ける

自分の居場所を探しているのだと感じ、私達は改めて「居場所作り」の

必要性を感じました。  

利用者の方も積極的に活動に加わって下さり、今後の運営について一

緒に考えて下さったり、とてもいい流れになってきています。  

継続するための資金不足、人手不足の 2 つの大きな課題は残りますが、

資金不足については、利用者の人たちで物作りをして 販売につなげてい

ったり、人手不足についても、他団体と連携、協力をして補っていく方

法を模索しています。地道な活動ですが、地域の方一人一人の笑顔のた

めに、今後も何とか継続していきたいと考えています。  
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